２．希望郷いわて国体　輸送宿泊部　行動マニュアル
1． 輸送宿泊部運営業務基本方針
　「希望郷いわて国体」山岳競技大会期間中における、選手・監督及びトレーナーを競技会場へ計画輸送する業務及び選手宿泊施設での相談窓口の業務を担当する。
（１）選手・監督及びトレーナーを競技会場へ計画輸送する業務
（ア）　輸送宿泊部員（以下部員という）は担当する計画輸送するバスに乗車し、選手・監督及びトレーナーを宿泊所から競技会場（アイソレーション受付）の受付係に引き継ぐまでの業務を行う。
（イ）　計画輸送の運行は輸送計画による。

（ウ）　選手の荷物は、選手各自の責任で運搬する。
（エ）　乗車するバスでは、「乗車確認書」をもとに、輸送する人員の確認及びバスへの誘導を行う。
（オ）　計画輸送のバスが宿泊所を出発したら、各部門の先頭バスの担当者は出発情報を実施本部（輸送宿泊部長　090-7662-8416）に電話連絡する。

（カ）　計画輸送の各バスに部員1名が乗車して、運行計画に変動があった場合は実施本部（輸送宿泊部長　090-7662-8416）に電話連絡する。
（キ）　競技会場に到着したら、「乗車確認書」を以って、競技会場の選手受付係に引継ぐ。　（受付係に乗車確認書を引継ぐ）
（ク）　出発時間に間に合わない選手が出た時の対応は以下による。
・　正当な理由がない場合は、実施本部（輸送宿泊部長　090-7662-8416）に電話連絡し、指示を仰ぐ。
　　正当な理由がない場合とは、予選終了後競技会場に残っている場合を除き、競技会場へ計画輸送に従わないで、即に行っている場合及び外出等宿泊所にいない場合。
・　トイレ等で若干遅れる場合は、競技会場到着時間を考慮して出発時間を調整する
（ケ）　バスから降りる際は、忘れ物の無い様に今一度座席周りを確認するように、注意を促す。
（２） 輸送宿泊部員の日別業務
１０月６日（木）（大会前日）
（ア）　１１時００分～１２時００分　岩手県勤労身体障がい者体育館にて各自受付をおこなう。

（イ）　１２時３０分から輸送宿泊部の最終研修会を行う。（場所は当日決める）
（ウ）　研修会終了後、宿泊所担当部員は、それぞれ指定されたホテルに移動し（最寄りの交通機関利用）、相談窓口等の業務を行う。
　　　　・ホテルにて掲示用ホワイトボード、窓口用デスク等を借用する。
　　　　・ホワイトボードには、朝食時間、計画輸送バスの時間、乗降場所等を明示する。
（ウ）　宿泊所担当部員以外は岩手県勤労身体障がい者体育館に移動し、競技役員全体会議へ出席する。　開催時間　１５時３０分～１６時００分
（エ）　全体会議終了後、輸送宿泊部長、副部長は大会実施本部開所式に出席する。
　　　　副部長は大会実施本部開所式に出席後、担当するホテルに宿泊する。

２
１０月７日（金）以降　
（ア）　朝食時間は５時３０分からですので、早めにすまして、選手・監督等のバスへの案内等の業務にあたる。（選手・監督等へは、バス発車時間等を案内しバスへの乗車に遅れることの無いように、繰り返し案内等に努める）

（イ）　宿泊担当部員は、選手・監督等とホテルから大会競技場まで市実行委員会準備の計画輸送用バスに乗車し、競技会場の選手受付係に「乗車確認書」をもって引き継ぎ、確認（サイン）を受ける。
（ウ）　試合終了後の選手・監督等は、市実行委員会が発行するタクシーチケットで各ホテルへ移動する。
　　（エ）　宿泊所担当部員は、選手監督等を選手受付係に引継いだ後、実施本部にて、輸送宿泊部長と以降の打合せを行い、最寄りの交通機関（シャトルバス等）で、それぞれの担当するホテルに移動し、相談窓口等の業務を行う。
　　（オ）　部員の弁当は、１１時００分～１３時００分の間にリード会場、ボルダリング会場の指定された会場で弁当引換券にて受け取る。　
（３） 宿泊所での夜間対応
　　（ア）　輸送宿泊部員は担当するホテルに常駐して選手・監督及びトレーナーの輸送宿泊に関する相談窓口となる。（２２時頃まで）
（イ）　競技に関する事項などの質問は、受けても分からないので、その旨をお答えする。翌日等担当する、競技部長（県山協遠藤事務局長）副審判長（県山協小山理事長）等に問い合わせる様に案内する。
（ウ）　宿泊所では夕食時に翌日のバスの出発時刻を知らせて、余裕をもって朝食をとるように案内する。（ホワイトボードまたは掲示板の使用など連絡方法については宿泊所のホテル側と打合せること）
(４) その他の業務
（ア）　選手等から体調不良等の連絡があった場合は輸送宿泊部長（090-7662-8416）に連絡し、ホテルの担当（フロント係等）と協力し病院等の紹介（高次救急センター）や救急車の手配等を行う。（経過等は逐一輸送宿泊部長に連絡する⇒輸送宿泊部長は関係する競技部長等に情報を入れる）
３
※　１０月７日（金）計画輸送概略　（乗降場所は別紙による）
　計画輸送のバスは発車１０分位前には、停車場所に到着しているので、選手監督等に速やな移動を促す。
ボルダリング　成年男子　バス４台

ホテルニューカリーナ　⇒　南第２駐車場　（岩手県営運動公園山岳競技特設会場）
７：００発　⇒　　７：２０着　　受付開始時間　　７：２０
リード　　　　少年男子　バス２台

ホテル小田島　　　　　⇒　シャトルバス乗降場　（岩手県営運動公園登はん競技場）

７：０５発　⇒　　７：２５着　　受付開始時間　　７：３０
リード　　　　少年女子　バス２台
ホテルにロイヤル盛岡　⇒　シャトルバス乗降場　（岩手県営運動公園登はん競技場）
９：５５発　⇒　１０：１５着　　受付開始時間　１０：２０
ボルダリング　成年女子　バス２台
ホテルニューカリーナ　⇒　南第２駐車場　（岩手県営運動公園山岳競技特設会場）

１３：２０発　⇒　１３：４０着　　受付開始時間　１３：４０
　
 ※　１０月８日（土）計画輸送概略
　　
リード　　　　成年女子　バス２台

ホテルニューカリーナ　⇒　シャトルバス乗降場　（岩手県営運動公園登はん競技場）
７：０５発　⇒　　７：２５着　　受付開始時間　　７：３０
ボルダリング　少年女子　バス２台

ホテルにロイヤル盛岡　⇒　南第２駐車場　（岩手県営運動公園山岳競技特設会場）
７：１０発　⇒　　７：３０着　　受付開始時間　　７：３０

リード　　　　成年男子　バス４台

ホテルニューカリーナ　⇒　シャトルバス乗降場　（岩手県営運動公園登はん競技場）
９：３５発　⇒　　９：５５着　　受付開始時間　１０：００
ボルダリング　少年男子　バス２台

ホテル小田島　　　　　⇒　南第２駐車場　（岩手県営運動公園山岳競技特設会場）
１０：１０発　⇒　１０：３０着　　受付開始時間　１０：３０
４
 ※　１０月９日（日）計画輸送概略
　　
ボルダリング　少年男子　バス１台

ホテル小田島　　　　　⇒　南第２駐車場　（岩手県営運動公園山岳競技特設会場）
７：００発　⇒　　７：２０着　　受付開始時間　　７：２０
リード　　　　少年女子　バス１台

ホテルにロイヤル盛岡　⇒　シャトルバス乗降場　（岩手県営運動公園登はん競技場）
７：０５発　⇒　　７：２５着　　受付開始時間　　７：３０

リード　　　　成年男子　バス１台

ホテルニューカリーナ　⇒　シャトルバス乗降場　（岩手県営運動公園登はん競技場）
９：０５発　⇒　　９：２５着　　受付開始時間　　９：３０
ボルダリング　少年女子　バス１台

ホテルにロイヤル盛岡　⇒　南第２駐車場　（岩手県営運動公園山岳競技特設会場）
１０：１０発　⇒　１０：３０着　　受付開始時間　１０：３０

リード　　　　成年女子　バス１台

ホテルニューカリーナ　⇒　シャトルバス乗降場　（岩手県営運動公園登はん競技場）
１２：１５発　⇒　１２：３５着　　受付開始時間　１２：４０
ボルダリング　成年男子　バス１台

ホテルニューカリーナ　⇒　南第２駐車場　（岩手県営運動公園山岳競技特設会場）
１３：４０発　⇒　１４：００着　　受付開始時間　１４：００
５
２．実施要領
(１) 共通事項

（ア）輸送宿泊部の業務分担は下記による。
	役　職　名
	業　　務　　内　　容

	輸送宿泊部長
（実施本部常駐）
	(1) 　宿泊及び輸送が円滑に行われるよう、全体の輸送状況を迅速かつ的確に把握して指示する。
(2) 　各部及び本部との連絡を密にし、問題が生じた場合、速やかな対応ができるようにする。
(3) 　実施本部での朝礼・終礼での宿泊担当に必要な連絡事項は、宿泊担当責任者等に伝える。
(4) 　夜間等、ホテル宿泊部員と連絡が取れるようにし、快適な宿泊ができるよう努める。
(5) 　業務実施状況を記録整理する。

	輸送宿泊副部長
（宿泊所又は
実施本部常駐）
	(1) 　宿泊所に常駐して快適な宿泊ができるよう努める。
(2) 　実施本部終礼に出席し、必要な連絡事項は宿泊担当責任者等に伝える。
(3) 　輸送宿泊部長との連絡を密にし、問題が生じた場合、速やかな対応ができるようにする。
(4) 　宿泊及び輸送が円滑に行われるよう、必要により、宿泊ホテル以外のホテルに出向き、宿泊部員と状況等の確認を行う。
(5) 　計画輸送の運行時間２０分前に宿泊所で準備をする。

	部　員
	(1)　宿泊所に常駐して快適な宿泊ができるよう努める。
(2)　計画輸送の運行時間３０分前までにバス輸送の準備をする。
(3)　当該バスに添乗する部員は、選手・監督及びトレーナーの輸送する人員を「乗車確認書」により的確に行う。
(4)　「乗車確認書」は、乗車している担当部員より、競技会場の選手受付係に「乗車確認書」をもって引き継ぐ。
(5)　出発状況は携帯電話で輸送宿泊部長（090-7662-8416）に適宜連絡をとり、業務の円滑な遂行を図る。
(6)　トラブルや運行に遅れが生じる恐れがある場合は直ちに輸送宿泊部長（090-7662-8416）に報告して指示を仰ぐ。


３．組織表　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



６
· 乗車確認書のチェック者（部門別先頭バスの担当者）が携帯で輸送宿泊部長　（090-7662-8416）に報告

· 例：「こちらは、成年男子1号車○○です。成年男子は○○ホテルを○時○分出発しました」
４．その他

　　◎　輸送宿泊担当の宿泊箇所　連絡用　電話番号
・ホテルニューカリーナ

担当責任者　　山口　吉男　090-1933-2445　　ホテル電話番号　（代）019-625-2222
副　責任者　　角掛　実　　080-6056-1709
部員　　　　　山走　一男　090-1496-9904
　　山走　宏子　090-7320-8103　　

川越　友子　090-2886-3064
　　　　　　　　　　　　昆　知世　　080-6004-1040    
　　
・ホテルロイヤル盛岡　

　　担当責任者　　佐藤　幸治　090-2798-4379　　ホテル電話番号　（代）019-653-1331
　　部員　　　　　佐藤　弘子  090-6789-2139
・ホテル小田島　　　　
　　担当責任者　　佐々木忠夫　090-2279-9655　　ホテル電話番号　（代）019-622-3151
　　部員　　　　　太野　千枝子080-1808-2926
７

輸送宿泊部長


植田　瑞穗　090-7662-8416





輸送宿泊副部長


山口　吉男　090-1933-2445





輸送宿泊部員


佐々木忠夫　090-2279-9655　　佐藤　幸治　090-2798-4379　　角掛　実　　080-6056-1709


山走　一男　090-1496-9904　　山走　宏子　090-7320-8103　　川越　友子　090-2886-3064　　佐藤　弘子　090-6789-2139 　 昆　知世　　080-6004-1040    太野　千枝子080-1808-2926








